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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成29年3月23日(2017.3.23)

【公表番号】特表2016-507242(P2016-507242A)
【公表日】平成28年3月10日(2016.3.10)
【年通号数】公開・登録公報2016-015
【出願番号】特願2015-558426(P2015-558426)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｐ  19/34     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｐ   19/34     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｍ    1/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年2月14日(2017.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生物学的試料中に含まれた核酸を放出させるための方法であって：
　－生物学的試料を、該試料の少なくとも一部を前記核酸を含むライセートに変換させる
ための組成物と接触させる工程であって、前記ライセートはマイクロ流体システムによっ
て直接輸送可能である工程；
　－該マイクロ流体システム内の該ライセート中に含まれた該核酸を解析する工程
を含む、生物学的試料中に含まれた核酸を放出させるための方法。
【請求項２】
　－生物学的試料を、該試料の少なくとも一部を前記核酸を含むライセートに変換させる
ための組成物と接触させる工程であって、前記ライセートはマイクロ流体システムによっ
て直接輸送可能である工程；
　－核酸を該マイクロ流体システム内の該ライセート中で直接解析する工程
を含む、請求項１に記載の生物学的試料中に含まれた核酸を放出させるための方法。
【請求項３】
　下流の核酸解析が熱サイクリングを必要とする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　下流の核酸解析がＰＣＲを必要とする、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　試料が固定試料、ワックス包埋試料またはＦＦＰＥ試料である、請求項１～４に記載の
方法。
【請求項６】
　該組成物が、少なくとも非イオン界面活性剤を含む液状化組成物である、請求項１～５
に記載の方法。
【請求項７】
　核酸がＤＮＡまたはＲＮＡである、請求項１～６に記載の方法。
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【請求項８】
　界面活性剤が、式
　Ｒ－Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
（式中、ｎ＞７；ｎ≧８；もしくはｎ＝８；
および／または
　Ｒは１２≦Ｃ≦３８を含む）
を有する非イオン界面活性剤である、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　ＲがＣＨ３（ＣＨ２）７－ＣＨ＝ＣＨ－（ＣＨ２）８、または、（ＣＨ２）１１（ＣＨ

３）２である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　非イオン界面活性剤がＯｌｅｔｈ（登録商標）－８である、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　生物学的試料から核酸を放出させるための組成物であって：
　－該試料の少なくとも一部と接触させると、該試料の少なくとも一部をライセートに変
換させ；
　－少なくとも、式
　Ｒ－Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
（式中、ｎ＞７；ｎ≧８；もしくはｎ＝８；
および／または
　Ｒは１２≦Ｃ≦３８を含む）
を有する非イオン界面活性剤を含む、
核酸を放出させるための組成物。
【請求項１２】
　液状化特性を有する、請求項１１に記載の核酸を放出させるための組成物。
【請求項１３】
　非イオン界面活性剤が、式
　Ｒ－Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＨ
（式中、ＲはＣＨ３（ＣＨ２）７－ＣＨ＝ＣＨ－（ＣＨ２）８または（ＣＨ２）１１（Ｃ
Ｈ３）２である）
を有する、請求項１２に記載の核酸を放出させるための組成物。
【請求項１４】
　非イオン界面活性剤がＯｌｅｔｈ（登録商標）－８である、請求項１３に記載の核酸を
放出させるための組成物。
【請求項１５】
　前記ライセートがマイクロ流体システムによって直接輸送可能である、請求項１１～１
４に記載の核酸を放出させるための組成物。
【請求項１６】
　前記ライセートが、該ライセート中での核酸の直接解析のためにマイクロ流体システム
によって直接輸送可能である、請求項１１～１５に記載の核酸を放出させるための組成物
。


	header
	written-amendment

